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　　　　　　　　　11日（土）夜6時～7時30分

カーニバル市営城ヶ丘球場
　　　　　　　　　予約ゾーン1，500円
　雪像舞台（写真）は、スペース・コロニーをイ

メージして、未来と宇宙空間をつくりだします。
　　　　　　　　　　さと舞台名は『近未来・天空の郷』。

　1部「きものショー」、2部「歌謡ショー」に

分けたショー構成です。タレントは、長山洋子、

渡辺美奈代、藤谷美紀、C　H　A－C　H　A。

■予約ゾーン　入場券は現金1，500円と引き換えで、

1月17日（殉から雪まつり事務局でお渡しします。
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　「もっと素敵に雪だるま〃世界1の雪だるま都

市を創ろう」をテーマに、第39回の4，213個以上を

目ざします。サァー、造ってみましょう。

lt’s　You一雪美人。
“ミス十日町雪まつり“募集します

　　　　ホンダtoday　ミス1名
副賞は、
　　　　グァム旅行　ミス1名、準ミス2名

　雪まつりに花を添える“ミス十日町雪まつり。一。

来年は記念すべき第40回ということで、範囲も新潟県

に拡大、副賞もビックになりました。あなたも挑戦、

そして県内の知人、友人にもお知らせください。

■募集ミス　ミス十日町雪まつり　1名

　　　　　準ミス十日町雪まつり　2名

■応募資格

　①新潟県内に在住で満18歳以上の未婚の女性。ただし、

　　高校生は除きます。

　②観光関係の行催事（年7～8回）に参加可能な人。

　③他のミスコンテストに出場した人も資格があります。

　　ただし、入賞して任期中の人は除きます。

　④原則としてモデルを職業にしている人は除きます。

■応募方法

　　応募申込書（雪まつり事務局にあります）に、顔と全

　身のカラー写真（3ヵ月以内に撮影したものでサイズは

　問わず、裏に氏名を記入のこと）を各1枚同封して、1

　月25日困まで（当日消印有効）に雪まつり事務局へ。

■審査会　　（会場は両日ともクロス10十日町）

　　＜予選審査会〉　　1月29日（日）……非公開

　　平服での審査を行い、本審査会への15名を選びます。

　　〈本審査会＞　　雪まつり当日の2月12日（日）……公開

　　主催者が用意する着物を着用。審査員と会場入場者の

　　投票によりミス、準ミスを選びます。

　　特別審査員／江木良彦氏（きもの作家）

■表彰・賞品

　　ミス、準ミス……表彰状、トロフィー、グァム旅行、札

　　幌雪まつり招待、振袖、ホンダt　o　d　a　y（軽自動車

　　はミス雪まつり1名のみ）　※推薦者賞……ミス、準

　　ミスの推薦者に10万円相当の紬。

　応募された皆さんにスポ）ンサー賞品を差し上げます。

雪と氷の博覧会
雪まつり同時開催　2／10・11・12

　会場は総合体育館周辺。大迷路、大すべり台、氷のブリッジなど、みんな

が楽しめる雪と氷のレジャーランドができます。1旧（土）には、市民会館で利

雪・親雪対策を国に反映させるための全国首長サミットが開かれます。
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春
日
　
百
代

　
私
の
祖
父
か
ら
聞
い
た
昔
の

十
日
町
橋
に
つ
い
て
、
書
い
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ふ
る
里
、
十
日
町

市
の
中
央
を
流
れ
る
日
本
一
の

大
河
ー
信
濃
川
。
地
域
の
人
達

は
昔
、
　
「
大
川
」
と
呼
ん
で
い

た
。
雪
の
た
く
さ
ん
降
る
当
地

も
、
毎
年
三
、
四
月
頃
に
な
る

と
雪
ど
け
水
で
大
川
が
増
水
し
、

「
ゴ
ウ
ゴ
ウ
」
と
い
う
水
音
が

聞
こ
え
て
く
る
と
、
地
域
の
人

た
ち
は
、
　
「
さ
て
春
が
近
づ
い

て
来
た
ぜ
の
」
と
胸
の
と
き
め

き
を
感
じ
る
の
で
し
た
。

　
祖
父
の
子
供
の
頃
、
こ
の
地

方
で
は
、
大
川
に
は
、
も
ち
ろ

ん
、
橋
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
日

町
と
川
西
方
面
の
交
通
は
渡
船

で
往
復
し
た
。
今
、
十
日
町
市

博
物
館
の
玄
関
に
あ
る
様
な
木

製
の
大
き
な
船
で
す
。

　
川
の
両
岸
に
三
本
の
柱
を
組

み
立
て
　
そ
れ
に
鉄
線
を
張
り
、

そ
の
鉄
線
に
船
の
支
線
を
付
け
、

「
ガ
ラ
ガ
ラ
、
ガ
ラ
ガ
ラ
」
と

船
頭
さ
ん
が
「
か
い
」
で
あ
や

つ
っ
た
。
十
日
町
地
方
に
こ
の

よ
う
な
渡
船
場
は
二
ヶ
所
あ
っ

た
（
渡
し
場
と
い
っ
た
）
。

　
一
つ
は
、
現
在
の
高
田
町
か

ら
実
業
高
校
の
わ
き
の
坂
道
を

下
り
、
高
山
バ
イ
パ
ス
を
横
断

し
て
大
川
に
出
て
、
渡
船
で
北

鐙
坂
の
が
け
下
に
着
く
。
も
う

一
つ
は
、
稲
荷
町
の
変
電
所
裏

の
坂
道
を
下
っ
て
右
に
曲
り
、

発
電
所
工
事
用
の
鉄
橋
の
所
に

孫
左
工
門
と
言
う
渡
し
場
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
渡
船
は
夜
間

は
危
険
の
た
め
休
み
で
あ
っ
た
。

い
く
ら
急
用
が
あ
っ
て
も
、
夜

間
や
大
水
の
出
た
時
は
川
の
東

西
は
断
絶
で
あ
る
。
本
当
に
不

便
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
県
と
し
て
も
、
大
川

に
橋
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
当
時

の
吉
田
村
と
千
手
町
村
で
、
大

論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
両
方
が

　
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
　
「
第
三
回
中
学
生
の
市
史
づ
く
り
参
加
作
品
」
を
募
集
し
ま

し
た
。
応
募
数
五
十
編
の
中
か
ら
、
つ
ぎ
の
七
人
の
皆
さ
ん
が
奨
励
賞
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■
十
目
町
橋
の
お
い
た
ち

・
我
が
家
の
歴
史

■
祖
父
母
の
子
供
時
代

■
私
の
住
む
袋
町

■
妻
有
の
大
ス
ギ

■
祖
母
の
子
供
時
代

■
昔
の
行
事
と
食
生
活

自
分
の
近
く
に
あ
る
渡
船
場
に

か
け
て
も
ら
い
た
い
と
請
願
し

た
。
十
日
町
と
し
て
は
、
ど
ち

ら
で
も
よ
い
と
の
事
だ
っ
た
。

そ
こ
で
県
と
し
て
は
両
方
の
ま

ん
中
に
架
け
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
（
現
在
の
場
所
）
。
橋
の
取

り
付
け
道
路
が
、
現
在
の
高
田

町
四
丁
目
と
五
丁
目
の
境
（
実

業
高
校
の
入
口
）
で
右
に
曲
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
状
況
が
よ

く
わ
か
る
。
橋
の
名
前
は
「
十

日
町
橋
」
、
現
在
の
橋
よ
り
だ

い
ぶ
長
か
っ
た
。
十
日
町
橋
が

出
来
た
の
は
大
正
十
三
年
十
月

で
あ
る
。
十
日
町
小
唄
に
も
、

「
逢
い
は
せ
な
ん
だ
が

　
十
日
町
橋
で

　
　
長
さ
六
丁
の
行
き
も
ど
り
」

と
歌
わ
れ
た
通
り
、
こ
の
地
方

で
は
最
も
長
い
橋
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
私
の
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
で
て
き
た
「
長
さ
六
丁
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
祖
父
の
話

で
は
、
　
「
三
十
六
丁
が
一
里
、

一
里
は
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
こ

春
日
　
百
代
さ
ん

柳
　
信
太
郎
さ
ん

桑
原
　
明
代
さ
ん

根
津
　
明
子
さ
ん

熊
木
　
　
宏
さ
ん

池
田
　
悦
子
さ
ん

根
津
　
陽
子
さ
ん

と
は
、
九
丁
が
ー
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
橋
の

長
さ
が
だ
い
た
い
、
六
〇
〇
メ

ー
ト
ル
位
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
頃
は
、
一
番
川
幅
の

広
い
所
に
橋
を
架
け
た
と
批
判

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
反
面
、

川
幅
の
広
い
と
い
う
こ
と
は
、

水
の
流
れ
が
ゆ
る
や
か
で
あ
る

の
で
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
木
の
橋
で
は
あ
っ

た
が
、
立
派
な
橋
が
出
来
た
の

で
、
開
通
式
の
当
日
は
い
ろ
い

ろ
の
お
祝
い
行
事
が
あ
っ
た
。

夜
、
高
山
部
落
の
若
い
衆
が
舞

踊
団
を
つ
く
り
、
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
り
、
橋
を
渡
り
、
吉
田
の
山

谷
方
面
に
お
祝
い
に
行
き
、
そ

の
帰
り
に
小
泉
部
落
と
現
在
吉

田
中
学
校
の
間
に
あ
る
つ
き
土

手
の
と
こ
ろ
で
運
転
を
あ
や
ま

り
、
ト
ラ
ッ
ク
と
い
っ
し
ょ
に

下
の
小
杉
林
に
転
落
し
て
大
勢

の
け
が
人
を
出
し
た
事
故
も
あ

っ
た
。

　
そ
の
後
、
十
日
町
橋
も
木
製

　
（
南
中
学
校
）

　
（
十
日
町
中
学
校
）

　
（
十
日
町
中
学
校
）

　
（
十
日
町
中
学
校
）

　
（
十
日
町
中
学
校
）

　
（
中
条
中
学
校
）

　
（
中
条
中
学
校
）

の
た
め
、
洪
水
の
た
び
に
何
度

も
流
失
し
た
。
架
け
て
は
流
さ

れ
流
さ
れ
て
は
又
架
け
る
そ
の

忍
耐
強
さ
は
、
私
た
ち
も
よ
く

学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
昭

和
十
年
九
月
、
秋
の
お
彼
岸
に

二
～
三
日
大
雨
が
降
り
続
き
、

夕
方
暗
く
な
っ
て
十
日
町
を
発

車
し
た
川
西
行
き
の
バ
ス
が
、

大
洪
水
の
た
め
橋
の
中
央
部
で

橋
と
い
っ
し
ょ
に
流
さ
れ
、
乗

客
一
名
、
車
掌
一
名
が
亡
く
な

る
と
い
う
大
惨
事
が
あ
っ
た
。

乗
客
の
一
人
は
、
上
野
村
丸
保

さ
ん
の
御
長
男
で
、
星
名
正
雄

さ
ん
（
当
時
二
十
二
歳
）
は
、

川
治
小
学
校
の
教
員
、
当
日
給

料
を
も
ら
っ
て
下
校
の
途
中
、

運
悪
く
こ
の
バ
ス
に
乗
っ
た
の

で
す
。
誠
に
お
気
の
毒
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
犠
牲
者

が
あ
っ
て
、
現
在
の
じ
ょ
う
ぶ

な
永
久
橋
が
か
け
ら
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら

の
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
め

い
福
を
お
祈
り
し
、
祖
父
の
話

を
終
わ
り
ま
す
。

森口華弘（もりぐちかこう）

喜多川平郎（きたかわへいろう）

羽田登喜男（はたときお）

志村、ミ、〈み（しむらふくみ〉

宗廣力三（むねひろりきぞう）

山田　貢（やまだみっぐ〉

小山　保家（こやまやすいえ）

＞友禅
レ羅、有職織物

1＞友禅

〉草木染、紬織

＞紬縞．緋織

レ友禅
膨木版染

世界の染織シリーズ　パート10“初春の章“

　　染織・七人の巨匠展
　　～伝統ときものを愛する人々～
と　き／昭和64年1月12日㈲～16日（月）

ところ／十日町地域地場産業振興センター（クロス10）

入場料／大人300円　高校生以下100円
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圏圓回国お知らせします

田昭和62年度人件費の状況（普通会計決算）

　　　　　　十圏町地域広域事務組含

　　　　　　十目町南測西町衛生施設組含

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年4月1日現在

　市民の皆さんのご理解をいただくために国と比較しなが

　　ら、つぎのとおり職員給与をお知らせします。

図職員手当の状況

区　　分
圏域内基本台帳人口

（63。3．31）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A）
　（参考）
61年度の人件費率

　市民の皆さんのご理解をいただくために国と比較しなが

　　ら、つぎのとおり職員給与をお知らせします。

図職員手当の状況

広域事務組合 76，775人 7億5，762万3、000円 3，532万円 4億9，109万7，000円 64．8％ 65．9％

衛生施設組合 56，521人 3f意6，680万5，000円 4，045万9，000円 1億1，324万円 30．9％ 31．7％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

圃昭和63年度職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 当　　　　組　　　　合 国

期勤

末勉

手手

当当

　　（63年度支給割合）

　　　　期末手当　勤勉手当

6月期　　1，4月分　　0．5月分

12月期　　1．9月分　　0．6月分

3月期　　0．5月分

計　　　3．8月分　　1．1月分

　　（63年度支給割合）

　　　　期末手当　勤勉手当

6月期　　1．4月分　　0。5月分

12月期　　1．9月分　　0．6月分

3月期　　0．5月分

計　　　3．8月分　　1．1月分

区　　分 職員数（A）

給　　　　　　　与　　　　　　　費 1人当たり
給　与　費
（B／A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

広域事務組合 81人
2億

3，808万4，000円
6，070万6，000円

1億

178万3，000円
4億57万3，000円 494万5，000円

衛生施設組合 23人 5，920万7，000円 1、495万7，000円 2，549万2，000円 9，965万6，000円 433万2，000円

退
職
手
当

（支給率）　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　21．0月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44．55月分

勤続35年　47．5月分　62．7　月分

最高限度額　60．0月分　62．7　月分

その他の／定年前早期退職特例措置

加算措置・　　（2％～20％加算）

舞，櫟／蜘薦奨退職者1号

（支給率）　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　21．0月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44．55月分

勤続35年　47．5月分　62．7　月分

最高限度額　60．0月分　62．7　月分

その他の／定年前早期退職特例措置
加算措置／　　（2％～20％加算）

得男灘／2・年以上勤続者1号俸

（注〉1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

囹職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　　分

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 消　　防　　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

広域事務組合 243，190円
　　　歳
38．6

区　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
国の制度
との異同

衛生施設組合 219，915円 39．1歳 206，520円 51．2歳

扶養手当

酉己イ禺者…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・15，000円

配偶者以外の扶養親族のうち2人…　　　　　　　・各4，500円

ただし、配偶者のない職員の場合には、

　　　　　　扶養親族のうち1人は…　　　　　・10，000円

その他の扶養親族1人につき…　　　　　　　　　　・1、000円

同　　じ巨 240，5io円 39．5歳 220，720円 47．7歳

（注）国については、昭和62年度給与改定前の数値です。

囚職員の初任給の状況

住居手当

〈借家＞　月額日，000円を超える家賃を支払っている職員に対し

　　　負担している家賃の額に応じて最高18、000円（家賃の

　　　額が37，500円以上の場合）まで支給。

〈持家〉　1，000円

　　　ただし、住宅を新築購入した場合5年間は2，500円。

同　　じ

区　　分
広域事務組合 衛生施設組合 国

初任給
採用2年経過
後給料額 初任給

採用2年経過

後給料額 初任給
採用2年経過
後給料額

一　般

行政職

大卒 II7，900円 130、100円 II7，900円 130，100円 旧，900円 130，100円

高卒 99，500円 io5，900円 99、500円 105，900円 99，500円 105，900円

通勤手当

〈交通機関利用者＞　負担している運賃の額に応じて最高26，000

　　　　　　　　円（運賃の額が31，000円以上の場合）まで支給。

〈交通用具使用者＞　片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以上

　　　　　　　　5km未満）から最高10，400円（通勤不便者で

　　　　　　　　20km以上）まで支給。

同　　じ

消防職

大卒 130，200円 143，700円

高卒 III、600円 120，600円

團級別職員数の状況

区分

広　　域　　事　　務　　組　　合 衛　　生　　施　　設　　組　　合

特殊勤務手当

　（62年度）

区　　　　　　　　　分 広域事務組合 衛生施設組合

消　　　防　　　職 一　般　行　政　職
職員全体に占める手当支給職員の割合 100．0％ 100．0％

標準的な職務内容 職員数 構成比 標準的な職務内容 職員数 構成比
支給対象職員1人当たり平均支給年額 31，800円 lI2，100円

7級 消防監・消防長 　人
1 　％1．2 局　　　長 　人

1
　　％
7．7

手　　当　　の　　種　　類　　（手当数） 4 3
6級 司令長・次長・署長・課長 　人3

　　％
3．7 次　　　長 　人

1
　　％
7．7

代　表　的　な　手　当　の　名　称
緊急車運転手当、災害出

動手当、夜問消防手当
清掃手当、危険手当

5級
司令・次席・課長補佐
小隊長・分遣所長

　　人
10

　　％12．3 係　　　長 　人2
　　％
15．4

4級 司令補・係長・分遣所副所長 　人9
　　％
目91 主　　　査 　人

1
　　％
7．7

時間外勤務手当

区　　　　　　　　　分 広域事務組合 衛生施設組合

3級
士長・副士長・主任
分隊長・副分隊長

　人19 　　％
23．5 技師・主査 　人5

　　％
38．4

61年度

支　　給　　総　　額 663万3，000円 266万4，000円

2級 副　士　長 　人17 　　％
21．0 技　　　師 　人

2
　　％
15．4 職員1人当たり支給年額 91，000円 Il5、000円

1級 消　防　士
　　人
22

　　％
27．2 技　師　補 　人

1
　　％
7．7

62年度
支　　給　　総　　額 868万円 300万2，000円

計
　　人
81 　　％100．0 　人13 　　％100．0 職員1人当たり支給年額 lI9，000円 130，000円

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

圃昭和63年度職員給与費の状況（普通会計予算）

）主辱、
－
（ 職員手当には、退職手当を含みません。

給与費は、当初予算に計上された額です。

囹職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）国については、昭和62年度給与改定前の数値です。

囚職員の初任給の状況

團級別職員数の状況

主 当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

團特別職の報酬の状況

囹昇給期間短縮の状況（普通会計）　　　　　　　　　　（昭和62年度） 区　　　　分 報酬年額 区　　　　分 報酬年額

区　　　　　　　　　　分 合　計 一般行政職 技能労務職 消防職

職
名

管　理　者 25，000円

職
名

十日町市消防団長 54，000円

広域事務組合

職　員　数　　　（A） 　人81 　人81 副管理者 25，000円 〃　副団長 40，000円

普通昇給期嬰（12～2魍）を（B）

短縮して昇給した職貝数
　人13 　人13 収　　入　　役 25，000円 〃　分団長 29，000円

比　率　（B／A） 　　％i6．0 　　％16．0 議　　　　長 25，000円 〃　副分団長 20，000円

衛生施設組合

職　員　数　　　（A） 　人23 　人13 　人10 副　　議　　長 25，000円 ／ノ　部　　長 15、000円

葛瀧鞭胤孫翻を（・〉 　人5 　人1 　人4 議　　　　員 25，000円 〃　班　　長 H，000円

比　率　（B／A） 　％21．7 　％7．7 　％40．0
『 ｝

／ノ　団　　員 9、000円

囹昇給期間短縮の状況（普通会計） （昭和62年度）

3とPお』ガ夢3昭和63年12月25日



へ
き
地
保
育
所
富

　
今
年
七
月
か
ら
改
築
が
進
め

ら
れ
て
い
た
吉
田
保
育
園
の
工

事
が
完
了
し
、
十
二
月
十
七
日

ω
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
園
舎
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
一
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
約
三
百
七
十
平
方
層
で

保
育
室
、
遊
戯
室
、
調
理
室
、

医
務
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
約
千
二
百

九
十
平
方
層
の
屋
外
遊
戯
場
を

確
保
し
、
新
し
く
幅
四
規
、
長

さ
七
揖
の
プ
ー
ル
も
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
聡
事
業
費
は
約
六
千
六
百
万

円
で
へ
き
地
保
育
所
施
設
整
備

費
補
助
金
約
二
千
七
百
万
円
、

民
生
債
約
二
千
万
円
、
一
般
財

源
約
千
八
百
万
円
、
寄
付
金
百

昭和64年（消X防X出X初XめX式

田
保
青
園

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
保
育
園
は
昭
和
三
十
一
年

に
山
谷
公
民
館
を
借
用
し
て
季

節
保
育
所
と
し
て
開
設
し
た
の

が
始
ま
り
で
、
三
十
八
年
に
へ

き
地
保
育
所
と
し
て
市
の
認
可

を
受
け
ま
し
た
。
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騰
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・
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地　区　名 日　時 場　　所

十　日　田丁　・　川　治

〆警　備　、　本　部、
k第1・2・3・4・5・10分団ノ

1月6日㈹
10：00～

市民体育館
（学校町）

中　条　平

（第6分団）

場
十日町・川治地区と合同

中　条　山

（第7分団）

地 1月8日（日）

9：30～

新水克雪
センター

六
（第8分団）

ん人一

固 1月16日（月）

10：00～
羽根川荘

士
口
（第11・12分団）

田
十日町・川治地区と合同

下
（第13・14分団）

条

1月8日（日）
下条中学校

水
（第15・16・17分団）

沢 10：00～
水沢小学校

　
め
で
た
く
完
成

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
園
舎

が
老
朽
化
し
た
た
め
に
改
築
が

急
が
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は

児
童
数
四
十
四
人
で
保
育
所
運

営
委
員
会
が
運
営
し
、
地
域
の

保
育
事
業
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

年長児による「喜びのことば」を披露

冬
の
火
災
予
防

大
切
な
未
然
防
止
の

　
　
　
　
　
　
心
が
け
！

①
火
気
の
周
り
の
整
理
整
と
ん
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
移
動
や
給
油
は

　
消
火
を
確
認
。

③
天
ぷ
ら
鍋
の
使
用
中
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
。

④
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
配
管
な
ど
は

　
雪
囲
い
を
す
る
。

⑤
万
一
に
備
え
て
避
難
路
を
確

　
保
。
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審
矛
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灘
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轡
■
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・
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新
聞
の
紙
面
に
交
通
事
故
の

記
事
が
載
ら
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
年
一
年
間
で
十
日
町

市
で
も
交
通
事
故
で
五
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
、
広
報
活
動
や
交
通
安
全
教

育
の
徹
底
、
安
全
施
設
の
諸
施

策
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
安
全
啓
発
の

一
つ
と
し
て
市
民
向
け
に
「
母

さ
ん
の
子
守
唄
」
の
小
冊
子
を

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
こ
の

小
冊
子
は
交
通
事
故
防
止
に
日

夜
活
動
し
て
い
る
交
通
警
察
官

が
体
験
を
と
お
し
て
家
族
の
悲

し
み
、
苦
し
み
に
胸
を
痛
め
た

状
況
が
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
記
録
は

氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
人
生
ド
ラ

マ
を
進
ん
で
体
験
す
る
人
は
い

亘鱈回鱗車鱒副

　本町通りや駅通りなどの道路上は、駐

車禁止です。でも毎日多くの車が駐車し

ています。冬は雪のために交通渋滞にな

りがちですのでみんなで注意し合い、路

上駐車をなくすように心がけましょう。

　駐車違反は反則金1万円と減点1点で

す。駐車場を利用すれば、30分間100円で

安心して用がたせます。

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
実

践
す
る
以
外
に
は
方
法
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
新
潟
県
警
察
本
部
で
発
行
さ

れ
た
「
母
さ
ん
の
子
守
唄
」
を

ぜ
ひ
、
一
読
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
　
価
格
　
8
0
円

　
申
し
込
み
　
総
務
課
総
務
管

　
理
係
（
費
5
7
1
3
1
1
1
内

　
線
蹴
）
へ
．

　
編
集
・
発
行
　
新
潟
県
警
察

　
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課

厳
寒
期
に
お
け
る
交
通
事
故
を

　
　
　
　
　
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
一
月
、
二
月
は
最
も
寒
い
季

節
で
、
道
路
が
凍
結
し
ス
リ
ッ

プ
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
降
雪

の
た
め
に
視
野
が
悪
く
な
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
63年度明るい選挙啓発標語入選作品　　関口　勇くん（東小学校6年）

　　　　　　　　　　　あなたの一票明日への一歩



社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

　
－
千
歳
町
納
付
組
合
が
国
民
年
金
事
業
で
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年

金
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
毎
年
十
月
～
十
一
月
を

「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
は
、

そ
の
催
し
の
一
つ
で
、
国
民
年

金
事
業
の
発
展
に
努
力
さ
れ
、

貢
献
さ
れ
た
団
体
と
個
人
に
贈

ら
れ
ま
す
。

　
十
一
月
九
日
㈲
付
け
で
、
民

間
地
区
組
織
で
あ
る
千
歳
町
納

付
組
合
（
代
表
　
佐
藤
富
さ
ん
）

が
、
保
険
料
の
集
金
や
地
域
年

金
相
談
な
ど
の
尽
力
に
対
し
、

栄
え
あ
る
社
会
保
険
庁
長
官
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
伝
達
式
が
十
二
月
九
日

ω
、
市
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
官
代
理
の
丸
山
市
長
か
ら

表
彰
を
受
け
る
佐
藤
富
さ
ん
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市・県民税

所得税
囹医療費控除について

　確定申告で医療費控除を

受ける場合、下記の計算に

あてはめて控除額を出しま

すが、本年分から口の

部分が5万円から10万円に

変更されました。

｛〔欝〕嘗1

　　　囲か、または63
　　　年の合計所得金額の

　　　5％相当額とのいず

　　　れか少ない金額

〔欝〕／

一医療費控除額（努離）

具体的に医療費がいくらだ

ったら該当するかは、申告

者の所得によって異なりま

すが、例えば所得が200万円

以上の人については10万円

を超える医療費が必要とな

ります。

⑲国民健康保険料第7

期の納付月です
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63年度上半期の業務状況

昭和63年度上半期（昭和63年4月1日～9月30

日まで）水道事業の業務状況をお知らせします。
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損益計算書（63年4月1日～9月30日）

支　　　出 収　　　入

科　目 金額（万円） 科　目 金額（万円）

営業費用

営業外費用

※小　計

上半期純利益

1億7，526

1億1，113

2億8，639

　1，752

営業収益

営業外収益

3億O，040

　　351

合　計 3億0，391 合　計辱 3億0，391

貸借対照表（63年9月30日現在）

ll”’”鴨Ill””ll”’lllIlllll”’”lll，。・・II”川”。ll”Ill”1’IllII”81。””””・llll”川II”III“’川，II巳1”・II”川鴨lo”Ilド川IIlll”。，1’lll－II”1”1，””’陶”lllll”川9101。”ll’”llIll”IIII陰1”1”1”1。lll””1』。1”II，1”’lll”1111’””ll。1”，Il”1，’鴨”．Olll”’。聾1』，1。。ll’酢III量o””，Ol隆川1量』1．。1，lo

学
．
…
ぎ
．
…
一
ぎ
．
｝
ぎ
．
…
ぎ
．
…
ぎ
一
｝
ぎ
臼
…
ぎ
．
…
ぎ
辱
…
；
．
…
一
…
．
…
ぎ
畠
…
…
一
…
ぎ
．
…
ぎ
一
…
｛
…
ぎ
一
…
ぎ
一
…
ぎ
．
…
ぎ
．
…
i
…
．
ぎ
．
…
ぎ
．
；
ぎ
．
…
ぎ
．
…
一
ぎ
．
葦
．
ぎ
甲
屡
一
ぎ
．
…
ぎ
辱
…
ぎ
．
…
i
…
ぎ
…
｛
…
i
…
ぎ
一
…
一
…
一
…
i
…
i
…
ぎ
…
｛
…
，
靭

資　　　産 負債および資本

科　目 金額（万円） 科　目 金額（万円）

固定資産

流動資産

繰延勘定

34億0，133

1億7，151

　4，346

固定負債

流動負債

資本金
剰余金
上半期純利益

　　466

　　681

34億6，698

1億2，033

　1，752

合　計 36億1，630 合　計 36億1，630

給水業務量の状況（63年4月1日～9月30日）

区　分 63年度 62年度
比　　較

増　減 比率

給水栓数（栓） 8，612 8，543 69 100．8

配
水
量

総　量（㎡） 1，980，927 2，152，003 △171，076 92．1

1日最大（㎡） 13，282 13，551 △　　269 98．0

1日平均（㎡） 10，825 11，760 △　　935 92．0

C劉國■D水道の凍結にご注意ください。また、

　漏水など発見したら水道局（盈57－3111内線

　242）へお知らせください。
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63年度税に関する中学生の標語入選作晶　関東信越国税局長佳作　庭野良暁くん（南中学校3年）

　　　　　　　　税金をおさめて成り立つこの社会5と’♂∫．ガ夢3昭和63年12月25日



市li役1所ぱ2357－3111ζ〒948チ歳町3一のです

　社会福祉事業へ一保坂安一（姿1

・5万円）徳永マスイ　（1，960円）岡

村建治（1，000円）匿名（1万円）吉

田地区婦人会（1万円・衣類）

　身体障害者福祉センターへ　村山

弥太郎（高山・3万円）十日町市手

をつなぐ親の会（24万円）新潟県建

設業協会十日町支部（ナイスふ～ど

新潟’89入場券：大人券249枚、小・

中学生券51枚）

　交通遺児等援助基金（12月8日現

在：879万1，705円）一関口潔（加賀

糸屋町・33，300円）

　特別養護老人ホーム「三好園」へ

　村山弥太郎（高山・3万円）長津

国吉（山本町1・1万円）田村スミ

エ（3，000円）関口四郎ほか兄姉（昭

和町1・1万円）高山婦人会（3万
円）助産婦会（5，000円）仙寿老人ク

ラブ婦人部（仙之山・5，000円）むっ

み笑和会（23，000円）中条正己・小

川紀栄（川西町・3万円）川西町日

赤奉仕団（川西町・1万円）関口四

郎（昭和町1・ビデオ録画テープ1

巻）坂田領（学校町・食品）阿部厳

（北原・健康器具）水落博光（上新

田3・花びん）生越寿一（岩野・野

菜）村山トキ（為永・衣類）池田東

吾・池田トミノ（下条本町・チュー

リップ球根）小杉ヨサ（下条中央通

り・衣類）互親長寿会（野菜）東京

電力新潟工事事務所（ビニール傘30

本）高山老人会（食品）十日町市農

協婦人部十日町支部（阜品・衣類）

下組北部としよりの会’（野菜）参親

笑和会（野菜）十日町青色申告会婦

人部（衣類ほか）

　歳末たすけあい募金へ一福島安太

郎（峠・3，000円）岡村（5，000円）

小川イト（尾崎・4，236円）桑原正治

（新座・日用品ほか）庭野日敬（百

万円）ぬりぎ仏壇店（31，131円）

　私達、旭町子供会は、先日「はい

品回収」を行い、9，495円お金が集ま

りました。去年よりも少ないですが、

どうか、お受け取り下さい。また、

そのお金を「めぐまれない人々への

ぼ金として、お役に立てて下さい。

　少しでもこのお金がお役に立つ事

　を願って。　（原文のまま）

　　　　　　中条旭町子供会より

　博物館へ一根津誠一（昭和町3）

酒井貞子（本町6－3）庭野功治

（袋町東）高木清一（高田町2）小

林哲夫（高田町3南）蕪木元昭（西

寺町）樋口源一（稲荷町3本通り）

佐藤マキ（稲荷町4）根津栄保（田

中町西）阿部清治・高木益太郎（以

上川原町）阿部進（若宮町）大海武

夫（田川町2）大久保清江・大久保

健（以上新座4）曽根介一（太子堂）

岩田栄次（上町）星名米松・大塚朝

栄（以上下町）西山繁樹（上田原）

高橋正男（高山2）桑原昭夫（桜木

町）酒井学（吉田山谷）林正（小泉）

野上与志雄（高島）大渕英雄（上新

田3）村山政信（上新田4）村山憲

吾（岩野）山田正（水口）関口達夫

（下山）小宮山達男（慶地）山田竹

松（新光寺）斉藤農機（土市2）村

山治之・宮沢猛（以上土市4）上村

喜一（伊達3）市村節（伊達4）志

賀雅夫（大黒沢1）市村ミノル（大

黒沢2）蔵品清重（川西町）広田富

男（中里村）小野塚英治（松之山町）

松田与治郎（糸魚川市）

　公民館へ（図書）一関口四郎（昭

和町1）飯塚芳夫（宮下町西）藤木

福男（轟木）東北電力㈱十日町営業

所（本町3）小渕厳（府中市）青年

僧侶の会

法務局からお知らせ
　法務局の休日が、来年1月1日（日）

から次のようにな1）ます。

①12月29日～翌年の1月3日まで。

②日曜日・祝日、第2・4土曜日。

乳膨暢一駆欝
の十日町観光情報　智57－0500

　冬の行事案内

《》妻有の民話　　　智57－0300

　％～／　しょうかんの神様

　％～8　門松売り㊤

　％～15　〃　㊦
　矯～22　馬鹿オジと獅子

　堀～29　節分の赤鬼・青鬼㊤

⑪妻有の歴史　，　智57－1000

　1月　美雪観音堂
⑪くらしのダイヤル　盈025－285－7000

　％～9　和服の手入れ

　％～17　消費生活相談事例

　垢～23雑菌が多いカット野菜

　堀～30広告チラシの上手な見方

　矯～％　消費生活相談事例

ソ連・アルメニア大地震への救援金
　12月7日㈲におきましたソ連・ア

ルメニア共和国の大地震は、すでに

新聞・テレビ等で報道されています。

死者数万人にのぼるといわれ、その

被害は甚大なものとなっています。

日赤十日町市地区でも「アルメニア被

災者への救援金」が寄せられた場合

は「NHK海外たすけあい」として
受け付けていますので、皆さんのご

協力をお願いします。

問い合わせ　日赤十日町市地区（社

会福祉事務所内智内線134）へ。

楽しもうスポーツ・つくるう健慶（総合体籍館内㌔5畢4377）

⊆工亘）おもなスポーツ行事予定　　

初泳ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　1月8日（日）午後1時～3時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30分

　　　　　　　　　　　　　　　　　会場十日町スイミングスクール

　　　　　　　　　　　　　　　　　入場料無料

　　　　　　　　　　　　　　　　　定員制限はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　十日町スイミングろク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ール（盈58－3343）へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　対象どなたでも参加できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　水泳帽子を必ず持つてきて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ受付期間　1月4日㈱～17日（幻
1月の無料開放日は28日㊤です．許可証交付（抽選日）　18日㈲

期日 行　事　名 会　場 主催・主管

2（月）
新雪ジョギングマ
ラソン大会

新座コース
陸上協会
新座地区齢

5休）
ジュニアクロスカン

トリースキー大会
笹山XC
咬更もあ候ます／

スキー協会

8・22・29

（日）

ジュニアサッカー
教室

総合体育館
サッカー
協　　会

8・15
（日）

硬式テニス中級者
講習会

〃 テニス協会

22（日） 郡市中学生新人
バレーボール大会

〃

バレーボール

協　　会

29（日）
硬式テニス強化講
習会

〃 テニス協会

時
5
係
後
業
午
事
～
課

分
道

30

水
時
下
齢
剛
午
纏
　
内
問
智
時
偬
■
園
　
公
㈹
画
日
計

20

市
～
都

㈹
課
日
画
6
計
幻

月
市
2
5

1
都
線

年
雪
内

64

克
（

間
所
期
場

■
　
■ 6



年賀状
　　　　　by
　　　　十高マン研

　　　、

勿

杁
　
彦6

　．　　　〆砺

ね1ま

じも急
蘇・5赫

駝

と1否6
しっ、

　　　　r∫∫　　”！

　　　　　グ
　　　z

　　　z

’　　　　　『￥

＜太1ア

羨駆

濃
N
の

＆ぎ　＆・樽 ＼一

レ　　　“

繍灘・
9

4

7

9
　レ、
＼1

　！

＼
、

慈繍／

　　　，　　’　　．、7つ　へ
，＾、　〆”

ノ　　　　　　　　・㌧

　　㌧

Jし
、r

相談コーナー

0交通事故相談　1月9日（月）

②定例行政相談　1月13日㈹

0巡回内職相談　1月20日㈹

時間：午前10時～午後3時

会場：00は会議室（2階）

　　②は市民課（1階）

市役所は盈57－3111です

年末年始の市役所業務

市役所では、12月29日㈲～1月3

日（幻まで平常業務を休ませていただ

きます。

ただし、市民課、税務課、保健衛

生課、会計課の窓口は29日休）は1日

中、30日㈹は午前中業務を行います。

　2，’
， 母，　ノ

　≦て♪　年末年始
　　ク▽！休みます
　　　翔

羽根川荘・四ッ冒荘

羽根川荘

12月28日㈱～1月4日（水）まで、1

月15日（日）、16日（月）も休みます。

四ッ宮荘

12月29日㈲～1月3日（火）まで休み

ます。

年末年始のこみ収集

12月30日働まで収集に回ります。

なお、焼却場・高城沢への持ち込み

は31日（土）正午まで受け付けます。新

年は1月4日㈲から収集に回ります。

公民館へどうぞ（盈57＿5011）潟

チビッ子ふれあいあそび教室

毎週木曜日午後1時～2時半

1月のおはなしのへや

21日の土曜日午後2時～3時

　　ずります
　　すづ曜《2…1きい
＊商工観光課内・消費者協会（盈内線230）へ

ゆずります・一・・

・品　　　名 規　格 希望価格

カメラ（T80）・ストロボ

キャリングバッタ AF1眼レフ 50，000円

スキーぐつ
ノルディッタ用

22。5cm・24cm
1，000円

バ　　　イ
ヘルメット・手カバー付

ク
ヤマハ50cc 50，000円

ダブルベツド 30，000円～

40，000円

洗面台セット 3尺用
ρ
相 談で

アルミサッシ 4　枚 〃

玄　　関 一
月 2　枚 〃

エレクトーン 〃

ひな人形（東玉） 7段飾り 〃

浴槽（県一．一） L二95cmW＝60cm
高さ58cm

〃

ゆずってください…一

品　　　名 規　格 希望価格

ベビーベット 3，000円

アルペンスキー
（1m～1m20cm）

（4～5歳用）スト・ノ

ク付、くつ17～1翫m 相談で

ベビーベツド 〃

アルミホイル4本
　（自動車用） F　F6G14

PCD114．3
〃

クロス10年末年始の

休館・営業　 ●

　〈休館日〉

●12月27日（灼午後1時～28日依）まで

物産ホールのみ（たな卸しのため）

●12月29日（木》～1月1日（日）

　〈営業日〉

●1月2日（月）、3日（幻は午前10時～

午後3時まで

●1月4日㈹からは通常営業します。

※今年からは日曜日も営業（上記

以外）します。ご利用ください。
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住
ん
で

N
共
通
の
友
人
を
通
し
て
知
り
合
　
　
所
だ
と

　

・
い
ま
し
た
。
お
互
い
の
第
一
印
　
　
　
今
は

　

悟
象
は
、
　
「
明
る
く
ハ
キ
ハ
キ
し
　
　
と
し
て

　

N
て
い
る
人
」
と
豊
さ
ん
。
「
体
が
　
　
来
は
、

N
大
き
く
て
、
や
さ
し
そ
う
な
人
」
　
　
を
し
て

　

悟
と
真
紀
子
さ
ん
。
そ
し
て
、
交
　
　
持
っ
て

悟
際
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
り
最
愛

　

◆
　
東
京
と
山
梨
の
交
際
は
、
電
　
　
の
言
葉

　

N
車
で
一
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ
　
　
ご
両
親

　

・
り
、
豊
さ
ん
が
上
京
し
た
り
、
　
　
赤
ち
ゃ

　

悟
電
話
を
か
け
た
り
と
い
う
も
の
　
　
の
豊
さ

　

・
で
し
た
。
東
京
と
十
日
町

　

N
で
式
を
拳
げ
、
山
梨
で
の

　

・
一
一
人
だ
け
の
生
活
が
ス
タ

　

悟
ー
ト
。
五
年
位
は
二
人
だ

　

・
け
で
、
そ
の
後
十
日
町
へ

　

N
と
い
う
予
定
が
、
二
年
程

　

腕節　早
ま
り
ま
し
た
。

　
り
十
日
町
の
印
象
は
、
「
来

　
る
前
は
、
関
越
自
動
車
か

脚
鍾
矯
鎌
ゆ
終
レ
◆
◆
◆
ー
◆
z

旅行先の山中湖畔でひとときを

い
る
所
な
ん
て
・
：
」
と

も
の
だ
っ
た
け
れ
ど
、

て
、
生
活
が
し
や
す
く
、

い
る
人
の
人
柄
が
い
い

思
っ
た
そ
う
で
す
。

、
市
役
所
に
臨
時
職
員

働
い
て
い
ま
す
が
、
将

リ
ゾ
ー
ト
関
係
の
仕
事

み
た
い
と
い
う
希
望
を

い
る
豊
さ
ん
で
す
。

の
奥
さ
ん
と
、
豊
さ
ん

に
よ
る
と
「
最
高
」
の

、
そ
し
て
、
来
年
に
は

ん
誕
生
と
、
幸
せ
一
杯

ん
で
す
。

塩
山
布

小菅対．

弐爲叢

都留布

－
繋

㌻
＿
．　＿壷～　＿↓か壱ひ壱↑壷　牟↓㌘↓や壱↑壱ひ壱＿壱～～　～～～～～↑壱季壷↑壷～～～～拳＿～今壱↑ψ　　♪

7とおガ伊3昭和63年12月25日 都叢詐園変簗
の叢魏穰避

都市計画道路の高田町通り線、稲荷町線、

停車場山本線と下水道区域（川治地区）の変

更について次のとおり縦覧できます。　　　ノ
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盟奮

誘
偲
6
琶
瓶
圃
難
獺
撚
齢
雛
翻
躍
甜
翻
撚
囎
翻
㈱
㈱
撚
繍
難

各

種
手
当
の
お
知
ら
せ

市
民
課
年
金
係

盈
働
3
1
1
1
㊥
…
・
衛

　
父
と
生
活
を
一
緒
に
し
な
い

つ
ぎ
の
十
八
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
、
監
護
す
る
母
、
ま
た
は

養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
遺
棄
、
死
亡
し
た
児
童

　
（
父
死
亡
に
よ
り
年
金
等
受

　
　
け
ら
れ
る
場
合
は
除
く
）

③
父
が
い
な
い
未
婚
の
母
の
児

　
童
※
　
①
～
③
で
あ
っ
て
も
そ
の

　
児
童
の
母
が
事
実
婚
を
し
て

　
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん

■
所
得
制
限

　
父
母
、
養
育
者
等
の
所
得
の

支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
手
当
月
額

　
▼
二
人
目
は
…
五
、
○
○
○
円

を
加
算

　
▼
三
人
目
か
ら
は
一
人
増
す

　
ご
と
に
二
、
○
○
○
円
が
加
算

　
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
戸

盈
励
3
1
1
1
㊥
槻
・
鵬

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
二
十
歳

未
満
の
児
童
が
、
法
に
定
め
る

一
級
、
二
級
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
と
き
、
家
庭
で
養
育
す
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
制
限

　
児
童
扶
養
手
当
と
同
じ
で
す
。

■
手
当
月
額

　
▼
一
級
…
四
一
、
三
〇
〇
円

　
▼
二
級
…
二
七
、
五
〇
〇
円

障
害
冤
福
祉
鋲
当

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

盈
㈲
3
1
1
1
㊥
…
…
・
鵬

　
心
身
に
最
重
度
の
障
害
の
あ

る
二
十
歳
未
満
の
在
宅
児
童
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
制
限

　
児
童
扶
養
手
当
と
同
じ
で
す
。

■
手
当
月
額

　
▼
一
一
、
七
〇
〇
円

特
別
障
竃
者
謡
当

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

盈
働
3
1
1
1
㊥
槻
・
榴

　
心
身
に
最
重
度
の
障
害
が
二

つ
程
度
あ
る
二
十
歳
以
上
の
在

宅
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
制
限

　
児
童
扶
養
手
当
と
同
じ
で
す
。

■
手
当
月
額

　
▼
二
〇
、
九
五
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
ズ
3

　
　
　
　
　
　
　
　
一
N

　
　
　
　
欝
難
勝
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
康

　
　
　
　
　
　
　
　
健

　
今
回
は
、
橋
本
惣
太
郎
さ
ん

（
新
水
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
体

験
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
人
一
倍
、
健
康
に
恵
ま
れ
た

わ
た
し
は
、
数
年
ぶ
り
に
集
団

検
診
を
受
け
「
胃
カ
メ
ラ
（
内

視
鏡
）
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た
。
以
前
、
胃
が
変
形
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ
ラ
を

飲
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
そ
の
時

の
苦
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
病
院

の
先
生
に
ご
相
談
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
　
「
カ
メ
ラ
の
嫌

い
な
人
に
は
少
量
の
麻
酔
薬
で

眠
ら
せ
て
知
ら
ぬ
間
に
検
査
が

終
わ
り
ま
す
」
と
い
う
説
明
だ

っ
た
の
で
安
心
し
て
カ
メ
ラ
を

飲
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
が

ん
の
初
期
だ
か
ら
手
術
す
る
よ

う
に
」
と
去
年
の
夏
に
宣
告
さ

れ
ま
し
た
。
盲
腸
を
切
る
の
と

同
じ
よ
う
に
胃
を
切
除
で
き
る

と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
覚
悟

を
決
め
て
胃
を
五
分
の
四
切
除

し
ま
し
た
。

　
以
来
、
一
年
間
を
経
過
し
月

に
一
～
二
回
の
通
院
で
風
邪
一

つ
引
か
ず
元
気
で
毎
日
働
い
て

い
ま
す
。
今
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
現
代
病
と
言
わ
れ
る
「
が

ん
」
で
も
初
期
で
あ
れ
ば
本
当

に
大
し
た
こ
と
も
な
い
と
、
た

だ
「
早
期
発
見
」
を
感
謝
し
て

い
ま
す
。
先
般
、
先
生
か
ら
「
も

う
百
％
大
丈
夫
で
す
」
と
太
鼓

判
を
押
さ
れ
「
ぜ
ひ
、
あ
な
た

の
体
験
談
が
一
人
で
も
多
く
の

人
に
役
立
つ
よ
う
に
な
れ
ば
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
お
礼
を
兼

ね
あ
え
て
筆
を
と
り
ま
し
た
。

1月乳幼児健康診査酔
事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
（霧鍛書巳）

18日
依）

午後1時

～1時45分

60年7月
生まれの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診

20日

㈲

午後1時

～1時45分

62年7月
生まれの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級

25日
（水）

午後1時

～1時30分

63年9月
生まれの乳児

10ヵ月児
身体測定

24日
（火〉

午前9時30分

～10時30分

63年3月
生まれの乳児

（轍乳亮希）

会場は保健センターです

※1歳6ヵ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診
がありますから歯をきれいにみがいて来てく
ださい。

※4ヵ月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
　りに来てください。

1月の健康相談
会　　場 期日 時　　間

保健センター 毎週月曜日

午前9時～午後4時中条公民館 6日（金）

下条公民館
12日（木）吉田公民館 午前9時～11時30分

吉田集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 13日㈹ 午前9時～午後4時

克雪センター 19日（木） 午後1時～4時

水沢公民館 20日（金） 午前9時～午後4時

がある

※健康手帳をお持ちください。

※血圧が心配、食事療法を知りたい。心に悩み

　　　　 などの方はどうぞご相談を。

唖薙月の休目救慧医

1日（日）至誠堂医院（西涌町東）奮52－3276

　　　上村病院（中里村）費63 2粗

2日（月）大島医院（川原町）奮52 2957

3日（火）山口医院（下条喉通り）奮55－2003

　　　古藤医院（津南町）岱65 300／

8日（日）干手診療所（lII西町）奮68 2034

　　　津南病院（津南町）費65 3／6／

15日（日）庭野医院（寿町4）奮52－27／／

16日（月）大埠医院（四日町4）奮57 6／00

22日（日）中条病院（北　原）奮57 30／8

29日（日）池田医院（本町西／）奮52－258／

行
一
策
雄
雄
吉
一

俊
新
増
行
重
健
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
島
1
間
1
3
2

1
　
　
沢
　
　
　
町
町

町
条
黒
　
泉
日
日

本
中
大
当
小
四
春

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

希
子
美
美
朗
翔
哉

　
保
　
　
有

沙
奈
由
亜
拓
　
直

田
藤
沢
藤
場
山
山

山
須
宮
佐
馬
村
内

禽1，敷鰍糎人）

保護者住所よい歯の子

信
雄
徳

芳
幸
和

画
の
剛

町
卜
原

下
　
　
硅

　
町
フ

宮
本
下

（
　
　
（
　
　
（

紀
実
也

芳
由
達

子
島
村

金
前
岡

ワ献血車④
　6日囲市役所
　受付時間：午前／0時～正午

　　　　　　午後／時～3時

　　　　羅灘

　　　　　　謹一1

　　（献血は心の贈りもの）

8
63年，離癖談潔音鷺f欝層乳尺美奈子さん（ヌ，、、台，」、学ホ交、年）町じゅうに健康の声こだまする




